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令 和 ７ 年 度  第 ６ 号 令和 ７ 年 １１ 月 ５ 日 

（金） 

動いてヒトになり、群れて人間になる   校 長   畠 山  伸 正 

 
 日本体育大学の野井信吾教授が雑誌への寄稿で、コロナ禍の子どもたちが教えてくれたこととして、臨時休校中の子

どもの困りごと第１位は「思うように外に出られないこと」、第２位が「友だちに会えないこと」だと触れられ、人間は

人の間と書くように、一人で進化してきたわけではなく、家族や仲間と協力、共存しながら進化してきたと述べられ、

動くことと群れることの重要性を書かれていました。 

狭義の「学習」として、知識の獲得だけであれば、昔とは異なりインターネットをはじめ、様々なメディアから、学

校という「空間」や「時間」を経なくても、教師個人がもつ以上の膨大な知識から学ぶことができる時代へとすでにな

っています。動かずとも、他者と関わらずとも、自分が必要とする情報を得ることもできるでしょう。そうなると、学

校で学ぶ価値とは何でしょうか。その一つの答えが「仲間」だと思います。 

古代ギリシャの哲学者アリストテレスは、「人間とは、自分自身の自然本性の誠意をめざして努力しつつ、善く生きる

ことを目指す人々の共同体をつくることで完成に至る、という独特の自然本性を有する動物である」と説明していま

す。この10月の合唱コンクールでの取組や、授業や部活動、日常生活で一緒に考え悩んでくれる他者とのかかわり…。

個人が社会と関わり、経験を積み、体系的な知識や知恵を獲得する過程で、人格全体の訓練を行い、蓄積される人間

観、世界観、自然観などの価値観の総称である「教養」を磨くことができます。人間となる場の一つが学校のもつ役割

なのかもしれません。 

【おしらせ】スクールカウンセラーの小川みなみカウンセラーが出産に伴い、11月から休業を取らせていただくこと

になりました。後任は、橋本冬子カウンセラー（毎週火曜日）、加藤佑依子カウンセラー（毎週水曜日）

です。曜日が一部変更となります。２人のうち、どちらか１人が担当をさせていただきます。 

ご希望がありましたら、ぜひお申し込みください。 

 

 合唱コンクール２０２５  １０月１５日（水）  

「 心に響け ～ 我らの美しい歌声 ～ 」 
みなさん、合唱コンクールはいかがだったでしょうか。 

学校生活の中でも大きな、思い出に残る行事だと思います。今、どのような思い出が残っているでしょうか。 

賞を取れて嬉しかった、賞が取れなくて悔しかった、だけだと少し残念に感じます。賞を取ることを目指すのは良いことだと思います。その

為に、クラスで協力をしたり、お互いに意見を交わしたり、他のクラスと交流会を行って発表をしたりしてきたはずです。 

その努力を覚えていてください。当日の合唱委員長の言葉にもありましたが、そうやって行事に取り組み、やり遂げた！という自信をもっ

てほしいと思っています。 

合唱コンクールで私が好きな音は、「無音」です。合唱が始まる前の期待感に満ちたあの無音の時間が好きです。合唱が始まる前に雰

囲気をつくってくださいとお願いしたら、みなさんは静寂をつくってくれました。嬉しかったです。今後もそういった気持ち雰囲気も忘れずに

大切にしてくれたら幸いです。３年生は卒業式に向け、１，２年生は来年度の合唱コンクールに向けて進んでください。 

                                  合唱コンクール担当職員 長谷川 寛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最優秀賞 ３年３組 
優 秀 賞 ３年４組 
 

〇３年３組〇 
３組は自由曲が決まった時、歌詞の多

さや曲の難易度に驚きや心配の声が多く

あがりました。しかし、練習を重ねてい

くうちに「この歌を歌えたらかっこよく

ない！？」という声があがるようになり

ました。 

各パートが真剣に取り組み、どんどん

歌が完成していく感じがとても楽しかっ

たです。歌い終わった瞬間、寂しさがあ

りましたが、それよりも歌いきれたとい

う達成感で笑顔がとまりませんでした。 

みんなで団結して歌をつくりあげたこ

と、心の底から喜び合えたことが何より

うれしかったです。 

（指揮者・ｿﾌﾟﾗﾉﾊﾟｰﾄﾘｰﾀﾞｰ ） 

★正門前公道での駐停車が、近隣の皆様へのご迷惑となっていま
す。送迎等も含めて駐停車はしないでください。 

★8:20～8:30 は職員の打ち合わせを行っています。電話での連絡等
は、この時間を避けていただきますようお願いいたします。 

★「すぐーる」での欠席等の連絡は、原則８：１５までに、遅くとも８：４０ま
でにお願いします。８：４０以降は電話での連絡をお願いします。 

 

★完全下校時間は６校時の日も５校時の日も 17:00 です。 

★完全下校の時間から翌朝7:30 まで、留守番電話を設定します。 
部活動の朝練のある日は、7:00 頃に設定を解除しています。 

最優秀賞 １年３組 
優 秀 賞 １年５組 
 

〇１年３組〇 
３組ははじめ、人に聴かせることがで

きない程の出来でした。ですが、パート

ごとに何が悪かったりとか客観的に聴

いてどうだったかを共有することで練

習を重ねるたびに上手くなっていった

気がしました。 

歌も良いけれど、全体の表現の指示な

どをする指揮者の練習が本当に大変で

した。ですが、自分の振った指揮でクラ

ス全体の歌、合唱をよりよくできると思

うともっと頑張ろうと思いました。自分

のクラスの皆も全力で取り組んでくれ

たので最優秀賞をとれたんだと思いま

す。３組、ほんとうにありがとう！ 

（指揮者） 

最優秀賞 ２年４組 
優 秀 賞 ２年１組 
 

〇２年４組〇 
みんなが積極的に練習に取り組み

いいものにしようと努力していた姿

が印象的でした。特にテノールパー

トが力強く、周りの人も「テノールが

うまかった！」と絶賛していました。

本番では今までで一番いい合唱を届

けられたと思います。指揮、歌、伴奏

が合わずとても苦戦しましたが、カ

スタネットを使ったり、意見を出し

合い工夫したりして臨みました。 

みんなの努力の結晶が最優秀賞に

つながったと思います。４組を心か

ら誇りに思います。 

（伴奏者） 

 
１０月のトピックス   ― 合唱コンクール －   

 

 

 

 

 
 

スクールカウンセラーによる 

“心の何でも相談日 ” 
のご案内  

☆ 実 施 日   

毎 週 火 曜 日  橋 本 冬 子 SC 

11 月 4 日 ・ 11 日 ・ 18 日 ・ 25 日   

12 月 2 日 ・ 9 日 ・ 16 日 ・ 23 日  
 

毎 週 水 曜 日  加 藤 佑 依 子 SC 

11 月 5 日 ・ 12 日 ・ 19 日 ・ 26 日   

12 月 3 日 ・ 10 日 ・ 17 日 ・ 24 日  
 
＊ 相 談 時 間 は 9 時 ～ 16 時 30 分 で す  

   ＊事前の予約をお願いします 
 

☆ 場 所 ： 緑 が 丘 中 学 校 カ ウ ン セ ラ ー 室  

☆ 連 絡 先 ： カ ウ ン セ ラ ー 専 用 直 通 電 話   

０４５（971）2647（ 相 談 実 施 日 の み ）  

または  緑が丘中学校０４５（９７３）５３７５ 

＜1１月中旬～12 月の主な行事予定＞ 
１１月５日（水）・６日（木）部活なし 

 ７日（金）はまっ子読書の日 
１０日（月）朝会 標準服登校 開門8:00（～1４日・金） 
１１日（火）学習相談 
１２日（水）３年 中間テスト（国・技家・音） 
１３日（木）全学年中間テスト（英・社・美） 

１４日（金）全学年中間テスト（理・数・12年 国 ３年 保体） 

１９日（水）朝会 各委員会  
２０日（木）１年 職業講話 

２２日（土）PTA 標準服等リサイクル販売会 
２５日（火）サイバー教室 中央委員会・６か条検討会議 
２８日（金）３年 午前授業（昼食あり） 

１２月１日（月）～５日（金） 
全学年 面談 ３時間授業（昼食あり） 

８日（月）２年 職業講話 ３年 受験用写真撮影 
９日（火）３年 ５校時で下校 

１０日（水）～１２日（金）英語科SEPRO 
１５日（月）３年 午前授業（昼食あり） 
１６日（火）１年 保健指導 心とからだと命の学習会 
１９日（金）部活なし 
２４日（水）大掃除 
２５日（木）朝会 学年集会 標準服登校 
２６日（金）～１月６日（火）冬季休業 

１月７日（水）朝会 標準服登校 
 

委員長としての合唱コンクール         合唱委員長   
 

 今回の合唱コンクールは、私にとっては大変で、大切で、とてもいい経験となったものでした。私は１年生のころからずっと合唱委員で

した。そのため、合唱コンクールの運営には関わってきました。今回は委員長として合唱コンクールに関わっていて、今のこの気持ちは

委員長だったからこそ感じられたものだなと思いました。委員会で積み重ねたものが形となって表れる、それが合唱委員としての合唱コ

ンクールです。委員長としてもそれは同じです。ただ、委員長には、閉会式で合唱委員長の言葉があります。先生方に添削してもらった

りカンペを用意したりしましたが、とても不安でした。自分に本当にできるのかと。案の定言い間違えてしまいました。でも、みなさんが

笑ってくれたことが本当に嬉しくて、安心して、これでよかったんだと思いました。この経験は私にとって素晴らしいものです。ともにつく

りあげてくれたみなさん、本当にありがとうございました。 


